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平成２8年度 第１回栗東市立図書館協議会 

 

 

１．開会 

 

２．案件 

 

① 平成２7年度事業報告について 

 

② 平成２8年度事業進捗状況について 

 

③ （仮称）栗東市立図書館基本運営方針について 

 

④その他 

 

 

３．閉会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



             平成 28 年度進捗状況       平成 28 年 8 月 31 日現在 

1、資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、事業

　

○（元）シニアいきいきライブラリー事業　ボランテイア講座9/30/・10/14　

シニア向け本の紹介　等

　　　　●本館排煙窓ワイヤーロープ取替え

　　　　●本館吸収式冷凍機運転基盤取替え

　　　　○本館高圧引込設備改修工事

　　　　●西館空調部品取替

　　　　●西館書架撤去

植栽　○高木、低木の剪定　　　●除草

3、図書館見学等

　　　　　　　○葉山中２年生　10/24～28

●テクノカレッジ草津実習　1名　6/27～7/8

○リサイクル本フェア　10/30

●市内小学一年生巡回おはなし会

●音訳ボランティア養成講座　（中級）　5/20　5/27　6/10　6/17　6/24

○（元）本と子どもの架け橋事業　　　　子育て絵本講座10/4・10/7　等

　　　　大宝西5/13　金勝5/18　葉山東5/19　葉山5/20　治田西5/25　大宝東5/27

　　　　治田東6/3　　大宝6/10　治田6/15

　　　　　（子どもゆめ基金助成事業　主催りっとう子ども文庫連絡会）

　　　　　　　●実施済み　○実施予定　（元）元気創造事業

　　　　●本館職員用トイレ汚水枡詰まり修理

　　　　●本館機械室冷却機油漏れ修理

修繕　●本館排煙窓オペレータ修理

○脇明子氏講演会　12/4

●葉山東小学校６年生図書館取材　15名　7/8

○第3回　くりちゃんブック大賞 10/1～10/26

●聾話学校小学３年生図書館見学　３名　6/9

市内中学校職業体験　●西中 2年生　　6/6～10

　　　　　　　　　　　　　  ○栗中２年生　　　11/7～11

4、施設



平成 28年度第 1回 栗東市立図書館協議会 

  

●開催日時  平成 28年 9月３日（土）10：00～12：00 

●開催場所  栗東市立図書館市立 会議室 

●出席者 石田勝 井之口哲也 大屋邦代 小幡庫士 佐々木元秀 澤絢子 園田純子 

     高岡正秀 中村晴幸 宗本和子 

●事務局 図書館副館長 館長補佐 

●欠席者 0人 

●傍聴者 0人 

概要 

1.あいさつ  

 会長あいさつ 

2.協議事項 

④ 平成２7年度事業報告について 

⑤ 平成２8年度事業進捗状況について 

⑥ （仮称）栗東市立図書館基本運営方針について 

④その他 

3.閉会 

 副会長あいさつ 

開会 

会長あいさつ 

  今回資料の中の統計から本館と西館の貸出比率、冊数をみて西館の貸出減少の影響

があると思われる。蔵書冊数はもちろん、開架室のみで書庫が無い事、駐車場が有

料などの設置環境が大きく影響しているのではないかと思われる。 

  栗東図書館は両館により生涯学習の拠点となる必要があると考える。 

   

議事 

① 平成２7年度事業報告について 

平成 27年度活動報告に沿って事務局より報告 

(委員) 単年度事業報告に平成 28 年 3 月 30 日に西館でおはなしグループタンタン

が実施した 

    「小学生のためのお話し会」が記載されていない。 

（事務局）記載もれ、大変申し訳ない。差し替えて改めて配布する。 

（委員） 昨年度の貸出冊数が増えた要因として貸出券の貸出冊数が 7冊から 10冊に

なった事と 

考えられるが、一人当たりの年間貸出冊数の推移などでわかるものあるのか。 



（事務局）一人当たりの貸出冊数の推移は統計で拾うことが出来るので次回に皆さんに

お渡しする。 

（委員） 平成 21年以前の図書費は幾らだったのか。 

（事務局）開館当初は 1館で 30,000千円 西館開館時は 26,000千円 

     21年以降が 16,000千円となっている。 

（委員） 開館日が少ないのも貸出冊数に影響しているのでは 

（事務局）平成 21年度以降は週 2日の休館になっており、広域 3市の週休 1日に比べ利

用しにくいとのご意見は頂いている。 

（委員長）  開館日の延長を、司書資格を持つ臨時職員等で対応するなどの検討はなさ

れているのか。 

（事務局）  今回の③議案事項になるが、今後の図書館基本運営方針の策定の中で職員

数の問題及び開館時間の件については検討課題と考えている。 

（委員）   一人当たりの貸出冊数、開館日において貸出を増やすことも大事だが、根

本的には市民の読書意欲を高める事が大切と思う。学校での子どもに対す

る読書の取組みはどうか。 

（委員）   学校では、朝読書以外にも、地域の方に読み聞かせなどに来ていただいて

いる。 

       国語科では、単元の関係図書を並行読書で用意する必要があり、教師が 

       図書館を利用するに当たり個人の貸出分では少ないとの声が出ている。 

（委員）   貸出冊数だけでなく、利用者の年齢構成なども大事なのではないか。 

       中学生、高校生は利用が少ない。 

       図書館ならではの行事なども取り入れていく必要があるのでは。 

（事務局）  中高生を対象とした行事「くりちゃんブック大賞」また市内 2高校の司書

と連携し 

新たな行事にも取組んでいる。 

今後も継続し、中高生の読書推進に取組んでいきたい。   

（委員）   図書館の利用を詳しく知りたいので、利用統計資料別、年齢別についての

資料がほしい。 

（事務局）  統計としては持っているので、次回提供したい。 

（委員長）  各委員より出された意見を受け、図書館として蔵書構成、各サービスをど

のように 

       行くのか、方針に示してほしい。 

②平成２8年度事業進捗状況について 

平成２8年度事業進捗状況について事務局より報告 

（委員長） 西館書架の撤去は、どういった理由で実施されたのか 

（事務局） 西館は以前より利用者から座席が少ないとのご意見をいただいており、併



せて 9月か      

      ら守山市立図書館が建替えによる休館に入った。このため利用の増加が見

込まれ、椅子設置のためにレイアウト変更をした。 

 

③（仮称）栗東市立図書館基本運営方針について 

（仮称）  栗東市立図書館基本運営方針について事務局より資料に沿って報告。 

（委員長） 現在目次の段階だが、次回には（案）として出していただけるのか 

（事務局） 本年度は次回 2 月、29 年度の第 1 回目を早期に行うような形でご検討い

ただく時間を 

      設けて行く予定をしている。 

（委員長） 策定時期に制約等はあるのか。 

（事務局） 総合計画、教育基本計画等の整合性に併せ策定していくので厳密な時期設

定はないが 

      平成 24年に示されているものなので、出来るだけ早くに行いたい。 

      但し手続きとして協議会、教育委員会、議会説明、パブリックコメントと

いう手順に従い、29年度の作成を予定している。 

（委員長）「望ましい基準」の変更事項について説明してほしい。 

（委員） そもそも「望ましい基準」とは何か。 

（事務局）文科省が定める図書館設置における基準を示したもの。平成 24 年の変更事

項として 

     管理運営における基本的運営方針及び事業計画の設置、点検評価に努めるこ

とが示された。 

（委員） 総合計画の中での図書館の位置付けは 

（事務局）生涯学習のまちづくり施策に図書館機能の充実として示されている。 

（委員） これから策定する計画は、現在の運営方針とはどこが異なり、現方針とはど

のような 

関係になるのか 

（事務局）長期の計画として作成する。それを踏まえて現在の運営方針を作成していく。 

     基本方針としての部分と具体的な実施計画としての部分を両方作成してい

く。 

（委員） 望ましい基準の中に紹介されている「レフェラルサービス」とは何なのか 

（事務局）レファレンス回答にあたり、専門機関への紹介業務をさす。 

     図書館から歴史民俗博物館を紹介するなどの業務 

（委員長）これから策定する方針については、地域の特性を生かした収集を行うなどの

独自性を盛り込んで行けるとよいのではないか 

（事務局）検討していきたい 



④その他 

（事務局）次回の日程として平成 29年 2月の日曜日で調整したい。 

 

（副会長あいさつ） 

 図書館の本の扱いに憂慮している。マナーなどについても気になっている。 

高齢者の居場所としての図書館の有り方も考えていく必要があり、図書館の館長さん以

下 

職員さんはご苦労頂いていると思っている。 

 

 

 


